
・⾼齢化率や免許返納数の増加による買い物等の外出機会減少
・冬期の積雪による外出控え・地域経済の活⼒低下が懸念される状況

事業実施主体
【共創プラットフォーム】 ⼤館版mobiプロジェクト推進協議会
【運送事業主体】 秋北タクシー
【共創パートナー】 伊徳（スーパーマーケット事業）

イオンスーパーセンター⼤館店（スーパーマーケット事業）
みんがく（⼦育て事業）
⼤館市社会福祉協議会（福祉事業） 等

＜事業スキーム＞

「交通」 × 「買い物」「⼦育て」「福祉」（秋⽥県⼤館市）

地元スーパー等の提供サービスと連動したAIデマンド交通による地域住民の外出機会の創出

地域課題

実証事業の内容

今後の展開

＜事業体制＞・AIオンデマンド交通（mobi）を導⼊し冬期の移動⼿段を確保するとと
もに、市内スーパーマーケット事業者の伊徳と連携した乗降場所やスー
パーでの買い物時の追加サービスの提供を通じ、外出機会を創出。
・公園や⼦供の遊び場といった⼦育て関連施設もデマンドの乗降場所に
設定することで、⼦育て家族の送迎負担を軽減。
・⼀⼈での外出が難しい⾼齢者等に対するmobiを活⽤した買い物の付
添い⽀援の実証試験を実施し、効果を検証し、事業化の可能性を探る。

・現在デマンド乗⾞の対象としている個⼈に加え、市内企業との送迎契
約など、法⼈利⽤も可能とすることによる収益性の向上を図る


